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呉市復興計画（案）について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画は，平成３０年７月豪雨により甚大な被害を受けた本市の復旧・復興の実現に向けた基本理念を示すとともに，本市の更なる発

展を目指し，今後取り組むべき施策を体系的に定めた復興の指針として策定するものです。 
 

なお，この計画は，長期的かつ総合的な市政運営の基本計画である「第４次呉市長期総合計画（平成23～32年度）」との整合を図りな

がら策定しています。 

１ 計画策定の趣旨 

 

今回の豪雨災害では，被害が市全域に及んでいることから，市全体を本計画の対象とし，特に大きな被害を受けた地区については，別

途，地区計画を策定します。 
 

【地区計画策定予定地区】 天応地区・安浦地区 

２ 計画の対象 

 

本計画の計画期間は，発災から７年先の姿を見据え，2018年度か 

ら2024年度までを計画期間とし，豪雨災害からの復旧・復興に向け 

て，段階的かつ着実に取り組んでいきます。 
 

ただし，より長期的視点で取り組むべき課題については，2025年 

度以降も継続して取り組んでいきます。 

 
  

 

 

 

発災からおおむね３年間は，市民生活や経済活動の再開に不

可欠な生活基盤，インフラなどの復旧を重点的に実施していく

期間とします。 

【復旧期】 

【復興期】 

発災から７年間は，新たな魅力と活力ある地域を創造する取

組により，被災する前以上に元気で幸せで魅力的なまちとして

復興することを目指していく期間とします。 

（年度） 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

       

  

復旧期 復興期 

なお，毎年度の施策の推進に当たっては，生活道路，通学路などインフラの安全対策や，避難体制の見直し，避難行動の喚起な

ど，各出水期までを一つの目標時期として，実施可能なものから取り組むことで市民の安全の確保に努めていきます。 

３ 計画の期間 

44460
スタンプ
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本計画は，復興に向けての「基本理念」，「基本方針」,「復

興に向けた取組」，「復興計画の推進に向けて」で構成します。 

また，特に大きな被害を受けた地区については，被害状況など

に応じた「地区計画」を策定します。 

 

４ 計画の構成 

 

復興計画の推進に向けて 

基本理念の実現に向けた復旧・復興の推進 

 基本理念 

基本方針 

 
 

➢ 市全体における復旧・ 

復興に向けた取組方針 

 

 
 

➢ 特に大きな被害を受けた

地区における取組方針 

 【地区計画】 

復興に向けた取組 

 復興計画 

 
 

本計画では，復興に向けた基本理念として，「～災害に強い幸

せで魅力的な都市を目指して～」を掲げ，「住まいと暮らしの再

建」，「災害に強い安全・安心なまちづくり」，「産業・経済の

復興」，「今後の防災・減災に向けた取組」の４つの基本方針に

基づき，豪雨災害からの復興に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 復興に向けての基本理念と基本方針 

※ 今後の復旧・復興の進捗状況や市民ニーズの変化，新た

な課題が生じた場合には，必要に応じて，施策の見直しな

どを行っていきます。 

※ 今回の豪雨災害を次世代への教訓として継承していくこ

とで，防災意識の維持・向上にも努めていきます。 

○ 災害に強い幸せで魅力的な都市としての復活・再生 
 

○ 市民と企業が，イキイキ・わくわくと活動することがで

き，市民が住み続けたいと思えるまち，そして，観光客

が訪れてみたいと思えるような交流都市を目指した復興 

 

～災害に強い幸せで魅力的な都市を目指して～ 

 【基本理念】 

 

 【基本方針】 

住まいと暮らしの再建 １ 

➢ 被災者支援，子ども・子育て支援，廃棄物・土砂処理 

災害に強い安全・安心なまちづくり ２ 

➢ 土木施設，公共施設，上下水道施設及び交通基盤等の強靭
じん

化 

産業・経済の復興 ３ 

➢ 地域産業の復旧・復興 

今後の防災・減災に向けた取組 ４ 

➢ 防災・減災に向けた体制の強化 
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６ 復興に向けた取組 

計画全体の施策体系 

～

災
害
に
強
い
幸
せ
で
魅
力
的
な
都
市
を
目
指
し
て
～

4
今後の防災・減
災に向けた取組

(1) 防災・減災に向けた体制の強化

(4) 交通基盤の強靭化

上下水道施設の強靭化

2

【基本理念】

 港湾・物流機能の強化

 児童・生徒の支援

 未来への継承

 農水産業の復旧・復興

 防災力の向上

 観光の復興

 災害廃棄物・土砂等の処理

3
産業・経済の復
興

(1) 地域産業の復旧・復興

 商工業の復旧・復興

 交通の強化・確保・渋滞対策

災害に強い安
全・安心なまち
づくり

(3)  上下水道施設の復旧・強化

(2) 公共施設等の強靭化

 土木施設等の復旧・強化

 公共施設等の復旧・強化

 復旧・復興事業の見える化

(1) 土木施設等の強靭化  農林水産業基盤施設の復旧・強化

【基本方針】 【施　策】 【主な取組】

1
住まいと暮らし
の再建

(1) 被災者支援
 被災者の生活支援・見守り・心のケア

 住まいの再建

(2) 子ども・子育て支援
 子どもと子育て家庭の支援

(3) 廃棄物・土砂処理
 被災家屋撤去及び土砂混じりがれき撤去
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(1)「住まいと暮らしの再建」の施策体系 

【基本方針】 【施　策】 【主な取組】

 ア 災害廃棄物等の早期処理

(2) 子ども・子育て支援

 ア 子どもと親の心のケア等

 イ 安全・安心な児童福祉施設等の整備

① 子どもと子育て家庭の支援

【施策の方向性】
　子どもや子育て家庭，児童・生徒に対して，
家庭，学校，関係機関と連携を図りながら，
心身のケアや居場所づくり，教育環境の充実
に取り組みます。

　被災した子どもの遊び場や子育て家庭の交流・情報交換
の場，気軽に相談できる環境づくり等

　被災した児童福祉施設等（私立保育所・幼稚園等）の復
旧・耐震化に対する支援等

② 児童生徒の支援

　被災により心のケアを必要とする児童・生徒へのスクール
カウンセラーによるカウンセリング等

(1) 被災者支援

ア 生活相談・心のケア等

イ 生活再建支援

ボランティアと連携した被災者支援

エ 被災者に対する情報発信

 ア 恒久的な住まいの再建

　被災者への的確な支援制度等の周知，多様な情報発信
等

② 住まいの再建

　専門機関等と連携した住まいの再建に関する総合相談会
の開催，災害公営住宅の整備の検討等

1
住まいと暮ら
しの再建

① 被災者の生活支援・見守り・心のケア

【施策の方向性】
　被災者の方々が，一日も早く被災前の生活
を取り戻せるよう，生活再建に向けた支援
や，心のケア，孤立防止などの見守り支援，
また，地域の実情を踏まえた生活の質を高め
る住宅再建支援など，生活再建と住まいの再
建に向けて総合的な支援を行います。

　「地域支え合いセンター」や保健師等による個別訪問や健
康相談等

　経済的な支援（災害見舞金等の支給，市税の減免等），
被災者支援窓口による情報提供の充実等

　ボランティア関係団体等との効果的な連携による被災者
等からの追加ニーズへの対応

ウ

 ア 児童・生徒の心のケア等

　被災に起因する保護者の経済的な困窮に伴い，児童・生
徒の就学が困難になる世帯に対する支援等

① 被災家屋撤去及び土砂混じりがれき撤去

【施策の方向性】
　被災者の生活環境の保全や二次災害の防
止，生活再建の早期化を図るため，被災家
屋や土砂混じりがれきの撤去及び災害廃棄
物処理を迅速かつ計画的に進めます。

　半壊以上の被災家屋や宅地内の土砂混じりがれき等の
「公費撤去」及び「費用償還」等

② 災害廃棄物・土砂等の処理

　「呉市災害廃棄物等処理実行計画」に基づく災害廃棄物
等の迅速かつ適切な処理の推進

 イ 就学支援

(3) 廃棄物・土砂処理

 ア 早急な家屋撤去と土砂等の撤去



- 5 - 

 

 
  

  

(2) 「災害に強い安全・安心なまちづくり」の施策体系 

(4) 交通基盤の強靭化 ① 交通の強化・確保・渋滞対策

【施策の方向性】
　災害時の交通マネジメントの視点から，災
害に強い交通体系を再構築するとともに，災
害時の代替交通の確保や渋滞対策，さらに
災害に備えた新たな交通拠点の在り方の検
討に取り組みます。

【基本方針】 【施　策】 【主な取組】

2 災害に強い安
全・安心なまち
づくり

(1) 土木施設等の強靭化 ① 土木施設等の復旧・強化

【施策の方向性】
　被災した道路，河川等の土木施設や農道，
水路等の農業用施設の早期復旧，改良復旧
の実施に併せて，再度の被災を防止するた
めの砂防・治山ダムの早期整備を進めると
ともに，復旧・復興事業の進捗状況の「見え
る化」を実施します。

② 農林水産業基盤施設の復旧・強化

　被災した農林業施設の早期復旧，ため池の防災対策等

　国，県等の各管理主体の復旧・復興事業の進捗状況の
見える化による分かりやすい情報提供

(2) 公共施設等の強靭化 ① 公共施設等の復旧・強化

　被災した道路，河川等の早期復旧等

　長寿命化計画に基づく計画的な護岸整備・改修

　砂防ダムや治山ダム，急傾斜地崩壊対策施設等の着実
な整備等

 ア 災害に強い道路，河川等の整備

 イ 災害に強い海岸線の整備

 ウ 災害に強い砂防・治山事業の推進

 ア 災害に強い農林水産業施設の整備

 ア 一元的な情報発信

③ 復旧・復興事業の見える化

災害に強い公共施設の整備

　被災した公共施設（学校，市民センター等）の応急復旧，
機能強化等
（※天応小学校に仮移転している天応中学校については，
保護者や地域住民の意見を伺いながら仮移転の解消を図
り，生徒が安全・安心な学校生活を送ることができる環境を
目指す。）

(3) 上下水道施設の強靭化 ① 上下水道施設の復旧・強化

【施策の方向性】
　仮復旧した上下水道施設の早期の本復旧
や強靱化を進めるとともに，浸水対策を実施
するなど，災害に強い上下水道の構築に取
り組みます。

 ア
災害に強い上水道及び工業用水道施
設の整備

　被災した上水道及び工業用水道施設の早期復旧，計画
的な改築更新・耐震化等による施設の強靱化，応急給水活
動の検証結果を踏まえた応急給水体制の強化等

 イ
災害に強い下水道施設の整備，浸水
対策

　被災した下水道施設の早期復旧，老朽施設の計画的な
改築更新・耐震化等による施設の強靱化，雨水排水施設
の整備の推進等

【施策の方向性】
　被災した学校，市民センター，保育所，斎
場などの公共施設等については，早期復旧
を進めるとともに，災害に強い公共施設の整
備に取り組んでいきます。 施設の改修等に
当たっては，呉市公共施設等総合管理計画
と整合を図りながら進めていきます。

 ア

 ア 災害に強い交通体系の整備
　幹線道路の早期復旧，幹線道路網の改良復旧・機能強
化の推進，ＪＲ呉線の強靭化の推進

 イ 代替交通の確保，渋滞対策
　今後の災害に備えた代替交通の確保や公共交通情報の
提供，渋滞対策の検討

 ウ
災害に備えた新たな交通拠点の在り
方検討

　呉駅周辺地域の交通・防災拠点としての再整備に係る抜
本的な検討等
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(3) 「産業・経済の復興」及び「今後の防災・減災に向けた取組」の施策体系 

 カ　住まいや地域の安全性の強化
　木造住宅の耐震診断・耐震改修の促進，広域緊急輸送
道路沿道建築物の耐震改修等

　防災・減災に向けた体制の強化

 オ　井戸水の活用
　非常時における井戸水の水質検査体制の充実，地域井
戸の利活用に向けた支援

 ア 災害に強い物流システムの構築

　県や県観光連盟等との連携による各種プロモーションの
展開等

 ア 観光客を呼び戻す取組

 ア 農水産業施設の早期復旧支援

 イ 営農等経営支援

④ 港湾・物流機能の強化

　災害時でも物流機能を継続的に維持できる物流ネット
ワークの構築に向けた検討等

 ア 事業活動の早期復旧支援

 イ 新たな産業の創造に向けた取組

　地域産業の復旧・復興

【基本方針】 【施　策】 【主な取組】

3 産業・経済の
復興

① 商工業の復旧・復興

【施策の方向性】
　地域の産業・経済が活力を取り戻すため，
早期復興に向けた取組に対する支援を進め
るとともに，被災する前以上に元気で幸せな
まちになるよう，賑わいを創出するための取
組を進めます。あわせて，中小企業，女性，
若者の創意工夫で時代を先取る産業を創造
できる環境を整備するなど，地域の産業・経
済の活性化に取り組みます。

　商工会議所等との連携による復興に向けて取り組む事業
者の活動支援，県と連携した被災企業への支援

　中小企業や女性，若者が創意工夫により時代を先取りす
る産業を創造できる環境整備等

② 観光の復興

③ 農水産業の復旧・復興

　被災農業者向け経営体育成支援に関する取組（被災農
業者への支援）等

　関係機関との連携による農業の担い手の定着や経営・技
術支援，漁業者の販路拡大支援等

4 今後の防災・
減災に向けた
取組 【施策の方向性】

　今後の災害に備え，気象や避難に関する情
報伝達方法や避難行動への協力体制，ま
た，避難所の配置・運営方法などの見直しや
強化，各主体における防災力の向上に取り組
みます。さらに，継続して防災対策に取り組む
意識の醸成に向け防災学習や災害記録の伝
承などに取り組み，今回の被災体験を風化さ
せることなく，未来への継承に取り組みます。

① 防災力の向上

 ア　情報伝達手段の見直しと情報の
　　　充実

　防災・減災関連情報の充実や市民へ迅速かつ正確に伝
える仕組みや伝達情報の多言語化の検討等

② 未来への継承

 ア　防災意識の向上と情報発信
　災害記録誌の作成，被災箇所の災害遺構としての保全や
復興ツーリズムについての検討等

 イ　避難行動の喚起
　国・県と連携した避難行動の検証を踏まえた災害時にお
ける避難行動を喚起するための有効な方策の検討

 ウ　避難所の在り方の見直し
　地域の実情にあった避難所の在り方の検討，避難所にお
ける生活環境の改善等

 エ　各主体における防災力の向上
自主防災組織等の育成，地域における防災に関する実効
性の高い活動への支援，地域防災計画の見直し等



- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

今回の災害で特に大きな被害を受けた天応地区・安浦地区にお

いては，市全体の復旧・復興に向けた取組方針に基づき，地区計

画を策定します。 

 策定に当たっては，平成３０年度に開始した各地区の地域住民

等で構成するワークショップを開催し，地域住民等自らが考えた

復旧・復興に向けたまちづくりの方向性についての提案を基に，

呉市復興計画検討委員会等の意見を踏まえて策定します。 

 

 

 

 

 

 

７ 地区計画 
 

 

 

 

 市民，地域関係団体，企業等との意見交換会の開催等による 

情報共有やそれぞれの強みを活かした連携による取組の推進 
 

 国・県等との連携・情報共有による幹線道路の整備等の実施

や人的，財政支援等の要請 
 

 

 

 呉市災害復興本部（平成３０年９月１１日設置，事務局：  

復興総室）に８つのプロジェクトチームを設置 
 

 各部署の専門性やノウハウを生かしながら，被災者一人ひ 

とりに寄り添った包括的な生活支援や，インフラの復旧・強 

靱化，商工業・観光・農水産業への支援，今後の防災・減災 

に向けた取組等を実施 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 呉市災害復興本部で事業の進捗管理を実施 
 

 市民，外部有識者等の意見を伺いながら，必要に応じて事

業の追加や事業内容・実施時期の見直しを実施 

 

８ 復興の推進に向けて 

【ワークショップのスケジュール】 
 

年度 検討内容 

平成30年度 

第１回 

今回の災害で危険を感じたこと，避

難時に苦労したこと，復興のために

必要なことの共有 等 

第２回 復興に向けた取組 等 

第３回 地区の将来像，復興の目標 等 

平成31年度 
１～２

回程度 

まちづくりのゾーニング等の検討 

提案の取りまとめ 

 

※ このスケジュールは予定であり，ワークショップにおける検討 

の進捗状況等に応じて，変更となる場合があります。 

多様な主体との連携 (1)

１ 

※ その他の被災した地区についても，地域住民等の意見を

伺いながら，復旧・復興に向けた取組を進めていきます。 

取組の推進体制 (2)

１ 

【８つのプロジェクトチーム】 
 

①被災者支援 ⑤交通対策 

②子ども支援 ⑥廃棄物・土砂処理 

③インフラ強靱化（土木） ⑦産業支援 

④インフラ強靱化（上下水道） ⑧市民防災 
 

※ プロジェクトチームについては，状況に応じて変更することがあります。 

 

取組の進捗管理 (3)

１ 




